
施
政
方
針

Q
前
期
実
施
計
画
の
全
体
的
な
評
価
を

定
量
的
、
定
性
的
に
ど
う
捉
え
て
い

る
の
か
。

A
全
体
的
な
評
価
と
な
る
と
人
口
動
態

が
ど
う
な
の
か
に
尽
き
る
。
人
口
動

態
の
平
成
22
年
か
ら
平
成
27
年
と
平
成
17
年

か
ら
平
成
22
年
の
人
口
増
減
を
比
較
す
る

と
、
ほ
ぼ
全
て
の
世
代
で
改
善
が
見
ら
れ
て

お
り
、
人
口
動
態
の
改
善
傾
向
は
引
き
続
き

継
続
し
て
お
り
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
続
け

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Q
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
小
中
一

貫
教
育
の
成
果
を
ど
う
捉
え
て
い
る

の
か
。A

児
童
生
徒
の
学
校
生
活
に
お
け
る
満

足
度
や
社
会
性
の
習
得
度
を
分
析
す

る
ハ
イ
パ
ー
Ｑ
Ｕ
検
査
に
お
い
て
、
他
者
へ

の
配
慮
や
関
わ
り
等
の
社
会
的
ス
キ
ル
が
全

国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
子
ど
も

た
ち
に
生
き
る
力
が
身
に
付
い
て
き
て
い
る

と
捉
え
て
い
る
。
学
力
の
面
も
年
度
に
よ
り

若
干
の
上
下
は
あ
る
が
、
お
お
む
ね
偏
差
値

が
50
を
上
回
っ
て
き
て
お
り
、
学
力
向
上
に

も
成
果
が
出
て
い
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
継
続

し
な
が
ら
、
学
園
を
構
成
す
る
各
学
校
の
交

流
を
一
層
円
滑
な
も
の
と
す
べ
く
、
乗
り
入

れ
授
業
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
教
員
同
士
の
交

流
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
。

Q
施
政
方
針
の
経
済
状
況
が
活
況
を
呈

し
て
い
る
こ
と
の
認
識
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。

A
地
元
シ
ン
ク
タ
ン
ク
は
、
見
通
し
は

あ
ま
り
良
く
な
い
と
発
表
し
て
い
る

が
、有
効
求
人
倍
率
が
高
い
状
況
で
推
移
し
、

設
備
投
資
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

米
中
貿
易
摩
擦
や
消
費
税
増
税
の
影
響
な
ど

は
注
視
し
て
い
き
た
い
。

Q
独
自
の
求
人
情
報
発
信
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
、
三
条
お
し
ご
と
ナ
ビ
の
運
用
は

ど
う
か
。

A
開
設
は
３
月
７
日
を
予
定
。
参
加
企

業
数
は
現
在
85
社
で
、
開
設
の
当
初

は
62
社
、
77
件
の
求
人
企
業
情
報
で
ス
タ
ー

ト
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

Q
こ
の
た
び
改
訂
し
た
豪
雨
災
害
対
応

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
ど
の
よ
う
な
ポ

イ
ン
ト
の
改
訂
な
の
か
。

A
避
難
発
令
基
準
水
位
の
見
直
し
で
、

浸
水
の
到
達
時
間
が
異
な
る
こ
と
か

ら
、
迅
速
な
避
難
に
つ
な
が
る
よ
う
発
令
す

る
。
こ
れ
ま
で
は
、
１
０
０
年
か
ら
１
５
０

年
の
大
雨
に
つ
い
て
想
定
し
た
も
の
を
、

１
０
０
０
年
に
１
回
の
大
雨
を
想
定
し
て
区

域
図
に
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

Q
本
年
１
月
に
施
設
建
設
に
着
手
し
た

医
療
系
高
等
教
育
機
関
の
学
校
名
は

ど
う
か
。

A
運
営
業
者
が
三
条
看
護
・
医
療
・
歯

科
衛
生
専
門
学
校
と
し
て
設
置
計
画

書
を
県
に
提
出
し
て
い
る
。

Q
今
年
10
月
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
幼

児
教
育
、
保
育
の
無
償
化
に
向
け
て

具
体
的
な
内
容
は
ど
う
か
。

A
保
育
所
の
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
の
副

食
費
を
除
き
、
認
可
保
育
所
や
認
定

こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
を
利
用
す
る
３
歳
児
か

ら
５
歳
児
、
お
よ
び
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

ゼ
ロ
歳
児
か
ら
２
歳
児
の
利
用
料
を
無
償
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

議
第
１
号

平
成
31
年
度
三
条
市
一
般
会
計

予
算Q

今
年
10
月
か
ら
消
費
税
が
増
税
さ
れ

る
。来
年
度
予
算
の
影
響
は
ど
う
か
。

A
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
歳
出
合
計

で
約
２
億
１
０
０
０
万
円
増
加
す
る

と
見
込
ん
で
い
る
。
通
年
で
は
約
４
億
１
０

０
０
万
円
増
加
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

Q
土
木
費
で
、
ト
リ
ム
の
森
の
整
備
に

１
億
１
５
０
万
円
の
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。
整
備
の
中
身
は
ど
う
か
。

A
現
在
８
基
の
遊
具
の
う
ち
６
基
を
撤

去
し
、
新
設
の
遊
具
を
配
置
す
る
予

定
。
利
用
者
の
動
線
を
意
識
し
、
自
然
と
一

体
で
楽
し
め
る
空
間
に
整
備
す
る
。

議
第
９
号

平
成
30
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補

正
予
算

Q
市
道
沿
線
住
民
が
管
理
す
る
消
雪
パ

イ
プ
が
、
昨
年
の
大
雪
の
影
響
で
井

戸
が
枯
れ
た
り
、
ポ
ン
プ
や
ノ
ズ
ル
の
破
損

な
ど
の
修
繕
要
望
の
増
加
と
あ
る
が
、
新
設

要
望
は
あ
っ
た
の
か
。

　

ま
た
、
消
雪
組
合
員
の
高
齢
化
や
地
区
住

民
の
減
少
な
ど
、
消
雪
パ
イ
プ
に
係
る
維
持

管
理
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
施
設

の
更
新
時
期
に
合
わ
せ
、
施
設
を
廃
止
し
て

機
械
除
雪
す
る
な
ど
、
別
の
施
策
を
求
め
る

要
望
は
な
か
っ
た
か
。
新
た
な
支
援
制
度
の

検
討
は
。

A
全
て
修
繕
要
望
で
あ
り
、
新
設
の
要

望
は
な
か
っ
た
。

　

消
雪
パ
イ
プ
を
止
め
て
機
械
除
雪
と
い
う

要
望
は
、
昨
年
の
異
常
降
雪
に
よ
る
井
戸
の

水
位
低
下
の
状
況
か
ら
の
機
械
除
雪
で
あ

り
、
今
冬
は
そ
の
必
要
が
な
か
っ
た
。
消
雪

パ
イ
プ
の
補
助
金
交
付
要
綱
は
平
成
24
年
に

設
置
し
、
現
状
で
は
大
き
な
問
題
は
生
じ
て

い
な
い
。

　

今
後
、
機
械
除
雪
へ
の
対
応
も
含
め
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
第
13
号

消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の

引
上
げ
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Q
消
費
税
増
税
に
伴
う
条
例
の
整
理
だ

が
負
担
は
い
く
ら
か
。

A
平
成
31
年
度
当
初
予
算
の
水
道

料
金
な
ど
５
つ
の
使
用
料
等
で

９
４
０
万
５
０
０
０
円
増
加
。
通
年
で
は

４
４
３
６
万
３
０
０
０
円
増
加
す
る
と
見
込

ん
で
い
る
。

議
第
19
号

三
条
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正

処
理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

Q
指
定
ご
み
袋
が
20
％
値
上
げ
に
な
る

が
、
値
上
げ
の
理
由
は
何
か
。

A
ご
み
処
理
経
費
が
近
年
増
加
し
、
10

月
に
消
費
税
が
増
税
さ
れ
る
な
ど
を

踏
ま
え
、
再
算
定
し
た
結
果
だ
。
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